
　
　
　

氏
も
指
摘
し
て
居
ら
れ
ゝ
殷
の
逡
民
の
役
割
を
強
調
し
た
の
は
必
や
し
も

　
　
　

博
士
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
併
し
そ
の
詮
明
の
方
法
に
至
っ
て
は
全
然
別

　
　
　

の
も
の
で
あ
ｈ
’
、
商
の
字
が
古
ぐ
、
は
國
名
に
し
か
用
ひ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

　
　
　

と
及
び
こ
の
字
の
み
が
そ
の
他
の
纒
済
的
意
味
を
持
つ
文
字
と
異
り
、
貝

　
　
　

に
従
は
な
い
こ
と
を
以
て
、
商
買
の
商
は
卯
も
殷
の
逍
民
の
揖
な
り
と
す

　
　
　

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

「
支
那
文
字
の
訓
詰
に
於
け
る
矛
盾
の
続
こ
も
博
士
の
卓
抜
な
創
見
の

　
　
　

一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　

「
支
那
げ
學
問
の
固
定
性
と
漢
代
以
後
の
社
會
」
で
は
、
漢
の
武
帝
が
諸

　
　
　

思
想
を
排
し
て
儒
學
に
統
一
し
仁
の
は
學
者
の
輿
論
を
封
や
る
鴛
の
手
段

　
　
　

で
あ
り
、
武
帝
は
支
那
の
學
問
を
飼
ひ
殺
し
に
し
仁
張
本
人
だ
と
い
ふ
通

　
　
　

詮
を
は
な
れ
て
、
む
し
ろ
常
時
の
祀
會
状
態
、
特
に
紺
済
状
態
が
然
ら
し

　
　
　

め
た
も
の
で
、
富
時
の
士
人
階
級
が
む
し
ろ
之
を
欲
し
た
の
で
あ
る
こ

　
　
　

と
、
漢
以
後
の
學
問
の
固
定
は
即
ち
支
那
の
社
會
の
固
定
に
よ
る
も
の
で

　
　
　

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る

　

飽
く
ま
で
も
社
會
鯉
済
と
結
び
つ
け
よ
う
と

　
　
　

す
る
。
博
士
の
一
波
の
考
へ
方
で
あ
る
。

　
　
　
　

博
士
の
考
へ
に
よ
れ
ば
支
那
の
思
想
史
は
徹
頭
徹
尾
祀
會
思
想
の
受
注

　
　
　

の
歴
史
で
あ
る
。
道
徳
法
律
紅
済
政
治
等
を
合
む
廣
義
の
祀
會
現
象
に
開

　
　
　

す
る
思
想
の
み
が
支
那
で
は
受
達
し
尤
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書

　
　
　

を
通
じ
て
明
確
に
｝
貫
せ
る
考
へ
方
で
あ
る
。
こ
の
考
へ
方
に
ｔ
従
っ
て

　
　
　

「
支
那
古
代
の
社
命
紺
済
思
想
」
の
長
篇
は
集
大
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
も

　
　
　

支
那
に
於
て
は
古
代
の
み
な
ら
す
清
朝
に
至
る
迄
こ
の
風
潮
は
一
貫
し
て

2
5

　

居
る
と
て
清
朝
の
學
者
の
１
　
命
改
良
誕
を
も
Ｉ
々
畢
げ
て
居
ら
れ
る
所
に

博
士
の
周
到
な
用
意
が
あ
る
。
木
村
英
一
氏
も
い
は
れ
る
如
く
こ
の
一
篇

は
「
先
生
の
今
迄
登
表
さ
れ
た
も
の
の
中
で
最
も
高
い
も
の
」
；
ｖ
と
私
に

も
思
は
れ
る
。

　

武
内
義
雄
博
士
の
「
女
那
思
想
史
」
（
岩
波
全
書
こ
は
公
平
に
見
て
到

底
小
島
博
士
の
如
き
確
固
た
る
信
念
は
な
い
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
武
内

博
士
の
立
場
を
臆
測
す
る
に
、
博
士
の
思
想
史
は
支
那
人
の
精
紳
生
活
の

歴
史
で
あ
る
。
文
學
と
は
種
類
こ
そ
異
な
れ
凡
そ
人
間
の
精
紳
生
活
を
豊

か
に
す
る
も
の
が
思
想
で
あ
る
。
従
で
博
・
士
で
は
曾
て
支
那
人
の
頭
を
賑

は
し
た
所
の
も
の
は
何
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
佛
教
思
想
及
び
そ
の
影

響
が
中
世
近
世
に
於
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
同
じ
く
京
都
帝
大

系
の
こ
の
二
人
の
碩
學
の
丑
想
観
を
對
照
し
て
見
る
の
は
誠
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
〔
内
藤
戊
申
〕

　
　

シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
教

　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
オ
ラ
ツ
ツ
Ｈ
原
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧

　

野

　

弘

　

一
譚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
６
版
一
七
〇
頁

　
　

昭
和
十
八
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
祀
登
行

　
　

定
價
貳
圓
五
拾
銭

　

本
書
の
著
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
り
、
原
題
名
は
｡
.
Ｓ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
.

　

ｂ
ｅ
ｉ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｂ
ｅ
r
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｎ
”
と
い
ひ
一
九
二
五
年
の
刊
行
に
。
な

る
。
今
同
牧
野
弘
一
氏
に
よ
る
邦
譚
が
、
公
刊
さ
れ
仁
が
、
そ
の
内
容
は

「
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
教
的
世
界
観
」
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
二
章
に
大
別
さ
れ
る
。

「
シ
ャ
ー
マ
ン
数
的
世
界
観
」
の
章
は
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葬
儀
、
他
界
、
生
盛
に
就
て
の
思
想
、
人
間
の
死
後
に
於
け
る
。
ま
魂
の

　

状
態
、
精
霊
、
物
・
植
物
及
び
動
物
と
精
霊
と
の
結
合
、
疾
病
・
死
及

　

び
あ
ら
ゆ
る
不
運
の
根
源

の
諸
項
よ
り
成
り
、
「
シ
ャ
ー
マ
Ｊ
」
の
章
は

　

シ
ャ
ー
マ
ン
の
個
人
的
資
格
、
家
族
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
資
格
、
ジ
ャ
ー
ｙ

　

ｙ
の
心
理
、
シ
ャ
ー
ヴ
ン
界
に
於
け
る
々
性
の
地
位
、
ジ
ャ
ー
ゞ
ン
の

　

資
格
と
修
行
、
若
き
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
の
允
り
、
ジ
ャ
ー
ヾ
ン
の
衣
裳
、
シ

　

ャ
ー
マ
ン
の
装
束
の
意
義
、
シ
十
Ｉ
マ
ン
の
種
類
、
愛
性
シ
ャ
ー
ヴ
ッ
、

　

ジ
ャ
ー
’
ン
の
職
能
、
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
所
作
及
び
詩
作
、
シ
ャ
ー
マ
ン

　

の
’
自
信
と
そ
の
力
に
對
す
る
信
念
、
民
族
に
於
け
る
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
地

　

位
と
そ
の
葬
式
。

の
諸
項
を
昔
ん
で
ゐ
る
。
圖
版
・
挿
図
も
可
成
豊
富
で
あ
り
、
貴
重
な
も

の
も
合
ま
れ
、
本
文
を
よ
く
補
つ
て
ゐ
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
教

に
闘
す
る
文
献
は
極
め
て
多
い
が
、
就
中
、
長
期
に
亘
り
シ
ャ
ー
マ
ン
教

徒
の
間
に
生
活
す
る
欄
會
を
も
ち
シ
ャ
ー
マ
ン
敦
に
就
い
て
透
徹
し
仁
探

求
を
行
り
仁
ロ
シ
ャ
人
學
徒
の
研
究
を
以
て
筆
頭
に
推
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
ｉ
る
研
究
の
成
米
を
可
成
の
程
度
に
謳
使
し
仁
こ
と
に
Ｉ
庶
本
書
の
よ

さ
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
ふ
も
の
の
、
本
書
の
内
容
は
常
に
正

確
な
る
を
保
し
孫
い
の
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
原
義
に
闘
す
る
ｐ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ

の
批
判
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
(
Ａ
ｓ
i
a
　
Ｍ
ａ
ｊ
ｏ
ｒ
.
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
　
　
１
９
２
６
)
’
　
　
　
i
l
オ
ラ

ツ
ッ
エ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
に
三
蹟
の
愛
展
段
階
Ｔ
ｉ
ｉ
個
人
的
シ
ャ
ー
マ
ン
・

家
族
的
シ
ャ
ー
マ
ソ
・
職
業
的
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
ー
を
設
定
し
た
の
に
對
し

て
は
、
Ａ
ｕ
ｇ
ｕ
ｓ
t
i
n
　
'
＾
狛
め
と
し
て
（
Ａ
ｎ
t
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
.
　
Ｂ
ｄ
　
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
｡
　
Ｈ
ｔ
.
　
３

4
｡
　
　
１
９
２
７
)
赤
松
智
城
博
士
（
宗
教
研
究
新
六
ノ
三
所
載
北
方
民
族
の
巫
術

の
起
源
に
つ
い
て
・
涵
蒙
の
民
族
と
宗
教
總
詫
）
・
棚
瀬
襄
爾
氏
（
民
族
宗

教
の
研
究
第
一
部
第
四
章
）
の
批
判
の
あ
る
所
で
あ
っ
て
、
か
Ａ
る
段
階

疲
展
詑
は
到
底
是
認
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
本
書
は
必
し
も

瑕
嘆
な
し
と
は
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
般
請
書
界
に
シ
ベ

リ
ヤ
ジ
ャ
ー
ヾ
ン
教
の
概
要
を
奥
へ
る
仁
め
に
は
恰
好
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
於
い
て
推
奨
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
秋
葉
降
放
授
の
序
文
に

見
え
る
如
く
、
同
じ
く
ポ
ー
フ
ン
ド
人
に
し
て
シ
ベ
リ
ヤ
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
教

研
究
に
進
ん
だ
Ｃ
ｚ
ａ
ｐ
ｌ
ｉ
ｋ
ａ
女
史
の
著
作
が
比
較
的
早
く
か
ら
本
邦
學
界

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
、
本
書
は
そ
れ
程
に
は
蹟
ま
れ
て
ゐ
な
い

や
う
で
あ
る
。
こ
の
訣
陥
を
補
ふ
も
の
と
し
て
牧
野
氏
の
邦
譚
刊
行
は
意

義
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
入
門
書
と
し
て
の
本
書
の
價
値
は
十
分
活
用

さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、
巻
末
の
文
献
表
は
Ｉ
シ
ャ
文
献
を
数
多
く

雁
げ
て
居
り
、
目
録
と
し
て
重
賓
な
も
の
で
あ
る
。
〔
岡
崎
精
郎
〕

　
　
　

支
那
旅
行
日
記

　

上
倦

　

い
バ
リ
≒
‰

　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
八
年
五
月

　
　

慶
胞
書
房
諸
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
５
判
四
二
二
頁

　
　

定
價
五
圓
貳
拾
銭

　

本
書
は
リ
ヒ
Ｆ
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
死
後
、
彼
加
支
那
で
行
っ
仁
一
八
六
八

年
以
降
足
掛
五
年
の
地
質
學
的
踏
査
の
際
の
日
記
を
更
に
原
稿
や
手
紙
に

よ
っ
て
補
綴
し
て
編
輯
刊
行
せ
ら
れ
ｉ
＾
　
"
　
Ｊ
ａ
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
”

謡
V
｡
　
Ｃ
.
　
Ｊ
ｃ
ｔ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
｡
　
　
Ｉ
Ｂ
Ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
｡
　
１
９
０
７
）
の
全
課
本
申
の
第
一
珊
で
為
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